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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 11月 4日 (2004.11.4)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ４ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 組 み 込 み の 度 合 い お よ び 架 橋 の 程 度 が 逆 浸 適 し た 膜 を 構 成 す る よ う に 選 択 さ れ る 請
求 項 ４ ４ に 記 載 の 多 孔 質 の 高 分 子 膜 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ６ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 前 記 高 分 子 膜 が 逆 浸 透 膜 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ３ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 多 孔 質 の 高 分
子 膜 、 ま た は 請 求 項 ３ ５ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 で 形 成 さ れ た 多 孔 質 の 高 分 子
膜 、 ま た は 請 求 項 ５ ７ ～ ６ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 で 改 質 さ れ た 多 孔 質 の 高 分 子 膜
。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 反 応 性 改 質 剤 が 、 膜 を 形 成 す る 前 ま た は 形 成 中 に 、 高 分 子 膜 形 成 材 料 に 組 み 込 ま れ る 場
合 、 そ れ は 、 表 面 活 性 な 多 孔 質 の 高 分 子 膜 に 結 合 し た 前 駆 体 が 単 一 相 の 混 合 物 と し て 作 用
す る よ う な 量 で 、 膜 形 成 材 料 と 結 合 さ れ る よ う に す る こ と 好 ま し い 。 そ の 後 、 膜 は 、 好
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ま し く は 当 該 分 野 に お い て 公 知 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 。 最 も 好 ま し く は 、 そ れ は 、 中 空
繊 維 の 膜 ま た は フ ラ ッ ト ・ シ ー ト 膜 に 形 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 多 く の ポ リ マ ー は 、 電 気 の 不 良 導 体 で あ り 、 そ の 結 果 、 電 子 ビ ー ム が そ れ を 横 切 っ て 走
査 さ れ る と 、 電 荷 は 急 速 に サ ン プ ル の 表 面 に 堆 積 す る 。 得 ら れ る 電 場 は そ れ か ら 、 入 射 電
子 ビ ー ム と 相 互 作 用 し て 、 画 像 の ゆ が み を 引 き 起 こ す 。 こ の 問 題 は 、 サ ン プ ル を 導 電 層 （
通 常 、 金 ） で 被 覆 す る こ と に よ っ て 、 克 服 さ れ 得 る 。 金 は 、 ス パ ッ タ リ ン グ に よ り 付 着 さ
せ ら れ 、 典 型 的 な フ ィ ル ム の 厚 さ は ２ ０ ｎ ｍ で あ る 。 ス パ ッ タ リ ン グ は 、 イ オ ン を 生 成 す
る こ と 、 そ れ ら を タ ー ゲ ッ ト に 向 け て 加 速 す る こ と 、 子 ま た は ク ラ ス タ ー を 形 成 す る こ
と を 含 み 、 形 成 さ れ た 子 ま た は ク ラ ス タ ー は そ れ か ら 膜 基 体 に 付 着 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 破 断 伸 び は 、 引 張 試 験 機 に よ る 伸 び の 測 定 値 で あ り 、 標 線 間 距 離 の 伸 び を 元 の 標 線 間 距
離 で 割 る こ と に よ り 与 え ら れ る 。 破 断 伸 び は 、 百 分 率 の 数 値 と し て 与 え ら れ 、 こ れ に 対 し
歪 は 分 数 （ フ ラ ク シ ョ ン ） と し て 示 さ れ る 。
【 数 ２ 】
　
　

（ 式 中 、 ｌ １ ＝ 標 線 間 距 離 （ ｍ ｍ ） お よ び ｌ ０ ＝ 元 の 標 線 間 距 離 （ ｍ ｍ ） ）
【 数 ３ 】
　
　

破 断 伸 び は 、 高 分 子 繊 維 の 弾 性 の 尺 度 で あ り 、 そ れ は ヤ ン グ 率 ま た は 弾 性 率 と し て も 表 す
こ と が で き る 。
【 数 ４ 】
　
　

こ れ は 、 歪 が 応 力 に 比 例 す る 領 域 に お い て 、 生 じ る 歪 に 対 す る 加 え ら れ る 応 力 （ ま た は 荷
重 ） の 比 で あ る 。 こ の モ ジ ュ ラ ス は 、 主 に ス テ ィ フ ネ ス （ ま た は 剛 性 ） の 尺 度 で あ る 。 明
ら か に 、 ポ リ マ ー が 劣 化 す る に と も な っ て 、 破 断 伸 び は 減 少 す る で あ ろ う 。 し た が っ て 、
こ れ ら ２ つ の 試 験 は 、 ポ リ マ ー 劣 化 の 優 れ た 尺 度 で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 浸 透 性 は 、 水 の 濾 過 用 途 に 関 す る 中 空 繊 維 の 膜 の 性 能 ま た は 効 率 を 支 配 す る 主 た る 因 子
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で あ り 、 膜 を 通 過 す る 流 量 率 （ flow） ま た は 流 量 （ flux） で あ る 。 流 量 ま た は 透 過 速 度 は
、 単 位 面 積 お よ び 単 位 時 間 あ た り の 、 膜 を 通 過 す る 体 積 と し て 定 義 さ れ る 。

【 数 ５ 】
　
　

式 中 、 Ｑ は 通 過 し た 量 で あ り 、 Ａ は 膜 の 面 積 で あ り 、 Δ ｔ は サ ン プ リ ン グ 時 間 で あ る 。 浸
透 性 は 、 ガ ン ト レ ズ （ 登 録 商 標 ） の 添 加 が 膜 の 性 能 に 与 え る 影 響 を 考 慮 す る 際 の 重 要 な パ
ラ メ ー タ で あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(3) JP 2004-523338 A5 2005.12.22

流 量 を 説 明 す
る 式 は 次 の 通 り で あ る 。
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